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研究内容 

 

「高悪性度婦人科癌の手術治療、抗腫瘍薬投与の効果、長期予後因子について」がわたくしの臨床研究

がテーマです。婦人科癌の発生原因の幾つかが分かりつつある。子宮頸癌では、ハイリスク型 HPV の持続感

染。子宮体癌では、子宮内膜のミスマッチ修復そして卵巣癌では、ＨＲＤ遺伝子変異や家族性の遺伝子変異

など。そしてこれらを背景として開発された抗腫瘍薬が臨床現場に投入され高い治療効果を上げており、以前

はあきらめていた進行、再発癌患者さんの治療の選択肢が大きく広がっている。これらの患者さんの臨床データ

をまとめ、層別化し患者さんのリアルワールドデータを構築することで、最適な治療方法や治療のタイミングを検

討することで、いかに長期予後につなげられるかが課題である。 
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